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阿
部
市
政
に
な
っ
て
４
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
小
泉
内
閣
の
「
構
造
改
革
」
路
線
の
も
と
、
増
税

と
社
会
保
障
切
り
捨
て
な
ど
国
民
へ
の
あ
い
つ
ぐ
負
担
増
が

押
し
つ
け
ら
れ
、
耐
え
難
い
苦
痛
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
自
治
体
は
、
そ
の
存
在
意
義

で
あ
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」（「
地
方
自
治
法
」
第
１
条

の
２
）
に
全
力
を
つ
く
し
、
市
民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
守
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
部
市
長
は
２
０
０
２
年
９
月
、
川
崎
市
が
「
財
政
再
建
団

体
に
転
落
す
る
可
能
性
に
瀕
し
て
い
る
」と
、「
財
政
危
機
」を

強
調
し
て
『
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
』
を
発
表
。
そ
の
推
進
を

は
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
６
月
市
議
会
冒
頭

で
、「
市
民
の
皆
様
が
川
崎
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
ひ
き
つ
づ
き
強
い
信
念
と
情

熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、　

月
の
市
長
選
挙
に
再

１０

阿
部
市
政
黒
書
・
目
次
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阿
部
市
政
の
4
年
間
は
市
民
に
な
に
を
も
た
ら
し
た
の
か

（
１
）思
い
や
り
な
く
、高
齢
者
の
介
護
・
福
祉
に
大
ナ
タ  

…
…
…
…
…
…
…
…
４

月
１
万
円
の
介
護
援
助
手
当
を
実
質
廃
止
に

お
年
寄
り
介
護
の
紙
オ
ム
ツ
ま
で
出
し
惜
し
む
冷
た
さ

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
４
５
０
０
人
に
―
ベ
ッ
ド
数
は
政
令
市
ワ
ー
ス
ト
２
位

高
齢
者
の
外
出
を
減
ら
し
た
敬
老
パ
ス
有
料
化

つ
ぎ
は
老
人
医
療
費
助
成
の
見
直
し
―「
廃
止
も
選
択
肢
の
一
つ
」と
阿
部
市
長

（
２
）障
害
者
に
も「
受
益
者
負
担
」の
冷
た
い
仕
打
ち  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

重
度
障
害
者
へ
の
１
日
７
８
０
円
の
入
院
時
食
事
費
補
助
ま
で
廃
止

障
害
者
の
バ
ス
無
料
乗
車
証（
券
）も
有
料
化
へ

（
３
）健
康
と
命
に
か
か
わ
る
保
健
・
医
療
も
削
減  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

結
核
や
ぜ
ん
息
の
検
査
な
ど
健
診
項
目
を
大
幅
削
減

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
毎
年
か
ら
２
年
に
１
回
に

難
病
患
者
へ
の
月
３
５
０
０
円
の
療
養
費
補
助
も
廃
止

（
４
）ま
す
ま
す
子
育
て
し
に
く
い
ま
ち
に  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

全
国
よ
り
低
い
出
生
率
―�
子
育
て
す
る
な
ら
市
外
に
�の
現
象
が

学
童
保
育
所
の
全
廃
と
保
育
園
の
民
営
化
計
画
―『
行
革
の
第
一
歩
』は
子
ど
も
施
策
か
ら

保
育
園
の
待
機
児
が
１
５
２
８
人
も
―
待
機
率
は
政
令
市
ワ
ー
ス
ト
１
位

あ
ま
り
に
お
粗
末
な
私
立
幼
稚
園
保
育
料
補
助

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
で
も
立
ち
遅
れ

（
５
）子
ど
も
が
大
事
に
さ
れ
て
い
な
い
川
崎
の
教
育  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
１１

小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
数
は　

年
間
で
１
・
７
倍
に

１０

「
わ
か
る
授
業
」へ
の
少
人
数
学
級
も
先
送
り
に

地
震
が
く
る
と
危
険
な
校
舎
が　

校
１
２
０
棟

６４

中
学
校
給
食
の
願
い
を
ふ
み
に
じ
っ
た「
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
」

「
自
然
教
室
」の
食
事
代
を
有
料
化
・
父
母
負
担
に

卒
業
ア
ル
バ
ム
が
も
ら
え
な
い
生
徒
も



出
馬
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

阿
部
市
政
の
４
年
間
は
、
ほ
ん
と
う
に
市
民
が
�
川
崎
に
暮

ら
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
�
市
政
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
４
年
間
を
ふ
り
返
り
、
阿
部
市
長
の
「
行
革
」

と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
、
市
民
に
は
な
に
が
も
た
ら
さ
れ
た

の
か
を
検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

約 2億 6000 万円寝たきり老人への介護援助手当の実質廃止

福
祉
切
り
捨
て

約 1億 3000 万円長寿高齢者への敬老祝事業の縮小
約 1億 3000 万円基本健康診査事業の縮小

約 9000 万円介護保険制度を補完する経過措置的
ホームヘルパー派遣事業の廃止

約 1億 3000 万円障害者ホームヘルプサービス事業の削減
約 2億 3000 万円生活保護受給者への夏季年末慰問金の廃止

約 3400 万円生活保護世帯に対する各種援護費（入浴券支給、入学祝品、
修学旅行支度金、卒業記念品等）の廃止・削減

約 1億 1000 万円生活保護扶助費の給付適正化
約 2億 3000 万円特定疾患（難病患者）療養費補助の廃止

約 2億 7800 万円入院時食事療養費補助の廃止（小児ぜんそく、重度障害者、
ひとり親家庭、小児医療、成人呼吸器疾患）

約 2億 4000 万円民間福祉施設への運営費補助の削減
約 1億 3000 万円特別養護老人ホームへの運営費補助の削減
約 1億 1000 万円老人デイサービス施設への運営費補助の廃止
約 7億 8000 万円敬老特別乗車証（敬老パス）の有料化

市
民
負
担
増

約 1億 3000 万円福祉的措置による特別乗車証交付事業の見直し
約 2600 万円中学校・自然教室の食事代の父母負担化
約 5000 万円市立葬祭場使用料の値上げ

約 19億 1700 万円下水道料金の値上げ
約 3億 6200 万円粗大ごみの有料化
約 26億 4000 万円中小業者・商店ごみ有料化（事業系 10㎏控除廃止）

約 80億円　　　　　　市民生活への影響額　　　 合計

表① 阿部市政４年間の主な福祉切り捨て・市民負担増

（
６
）不
況
に
苦
し
む
中
小
業
者
に
追
い
打
ち  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
１３

「
地
域
経
済
の
主
役
」と
は
ほ
ど
遠
い
中
小
企
業
予
算

事
業
系
ご
み
有
料
化
、
下
水
道
料
金
値
上
げ
で
大
負
担
増
に

（
７
）拠
点
開
発
優
先
で
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
ゆ
が
み  

…
…
…
…
…
…
…
…　
１４

工
場
跡
地
に
大
型
・
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

斜
面
緑
地
を
壊
し
て
建
設
さ
れ
る「
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
」

駅
前
拠
点
開
発
に
今
年
度
だ
け
で　

億
円
の
大
判
ぶ
る
ま
い

８８

こ
れ
が
自
治
体
の
仕
事
な
の
？　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設
に
市
が　

億
円

３０

（
８
）市
民
犠
牲
に
突
き
す
す
む
臨
海
部
な
ど
の
大
規
模
開
発  
…
…
…
…
…
…　
１６

破
産
し
た�
船
の
来
な
い
港
�（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
）の
処
理
に　

億
円

１６

１
メ
ー
ト
ル
１
億
円
の
高
速
縦
貫
道
路
―
ゆ
き
づ
ま
っ
て
も
建
設
促
進
に
固
執

羽
田
の
新
滑
走
路
建
設
に
市
が
１
０
０
億
円
融
資
、
そ
の
利
息　

億
円
は
市
が
負
担

５０

（
９
）平
和
・
民
主
主
義
の
憲
法
に
そ
む
く�
改
憲
派
�市
長  

…
…
…
…
…
…
…　
１８

憲
法
９
条
を
否
定
し
、
血
を
流
す
貢
献
を
主
張

「
平
和
都
市
宣
言
」に
反
し
、
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
の
音
楽
祭
を
後
援

前
代
未
聞
！　
憲
法
違
反
の
思
想
調
査
―
市
職
員
の
政
党
機
関
紙
購
読
を
調
査

第
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自
治
体
が
自
治
体
で
な
く
な
る
―
阿
部
市
政
4
年
間
の
特
徴
と
そ
の
矛
盾

（
１
）自
治
体
の「
営
利
企
業
化
」―
福
祉
・
く
ら
し
へ
の
責
任
放
棄  
…
…
…
…
…　
１９

そ
の
①
―
市
独
自
の
福
祉
・
く
ら
し
施
策
を
切
り
捨
て
―
徹
底
し
た
弱
い
も
の
い
じ
め

そ
の
②
―
市
政
の
仕
事
を
で
き
る
だ
け
民
間
に
ま
か
せ
る

そ
の
③
―
残
っ
た
市
政
の
仕
事
も「
民
間
経
営
の
手
法
」で

（
２
）自
治
体
の「
開
発
会
社
」化
―
破
た
ん
し
た
道
を
新
た
な
装
い
で
推
進  
…
…
…
…
…　
２０

（
３
）「
お
金
が
な
い
」の
で
な
く
、
使
い
方
が
間
違
っ
て
い
ま
す  
…
…
…
…
…
…
…　
２１

財
政
健
全
化
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
４
年
間
で
市
の
借
金
が
１
５
０
０
億
円（　

％
）急
増

２０

予
算
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
、
市
民
要
求
は
実
現
で
き
ま
す

第
三
章　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
川
崎
へ  
…
…
…
…　
２２

市
民
い
じ
め
の「
オ
ー
ル
与
党
」市
政
に
審
判
く
だ
す
市
長
選

い
ま
、
も
と
め
ら
れ
て
い
る
川
崎
市
政
の「
３
つ
の
転
換
」

自
治
体
ら
し
い
自
治
体
つ
く
る
新
し
い
流
れ
が
広
が
っ
て
い
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
と
日
本
共
産
党
が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
変
え
ら
れ
ま
す



4

高
齢
者
施
策
が
充
実
し
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て

「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」「
住
み
つ
づ
け
た
い
ま

ち
」
と
い
わ
れ
て
き
た
川
崎
。
こ
う
し
た
施
策
を

こ
と
ご
と
く
破
壊
し
た
の
が
阿
部
市
長
で
し
た
。

最
初
に
標
的
に
さ
れ
た
高
齢
者
施
策
が
、
お
年

寄
り
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
支
え
と
な
っ
て
き

4

た
月
１
万
円
の
「
寝
た
き
り
老
人
へ
の
介
護
援
助

手
当
」
で
し
た
。
こ
の
手
当
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
分
（
利
用
料
の
１
割
）
に
あ
て
る
こ
と

で
、
月
に　

万
円
ま
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

１０

き
る
と
喜
ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
阿
部
市
長
は
、
要
介
護
度
４
・
５
で
１

年
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
か
っ
た
人
に
の
み

支
給
す
る
と
い
う
極
め
て
過
酷
な
条
件
に
改
悪
。

そ
の
結
果
、
対
象
者
は
改
悪
前
の
３
８
０
０
人
か

ら
翌
年
は
わ
ず
か　

人
に
激
減
。　

年
は
認
定
が

８３

０４

た
っ
た
６
人
と
、
廃
止
同
然
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
度
予
算
で
は
、「
受
益
者
負
担
」
の

導
入
で
高
齢
者
施
策
を
の
き
な
み
大
幅
負
担
増

（
表
②
）。
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
家
庭
に

と
っ
て
、
使
い
捨
て
の
紙
オ
ム
ツ
は
ほ
ん
と
う
に

阿
部
市
政
の
4
年
間
は

市
民
に
な
に
を
も
た
ら
し
た
の
か

1
思
い
や
り
な
く
、
高
齢
者
の
介
護
・
福
祉
に
大
ナ
タ

月
１
万
円
の
介
護
援
助
手
当

を
実
質
廃
止
に

お
年
寄
り
介
護
の
紙
オ
ム
ツ 

ま
で
出
し
惜
し
む
冷
た
さ

第　 章1
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助
か
り
ま
す

が
、
家
計
に

は
か
な
り
の

出
費
。
こ
の

苦
労
を
少
し

で
も
軽
く
す

る
た
め
に
と
、

市
が
紙
オ
ム

ツ
代
を
補
助

し
て
い
る
も

の
で
す
が
、

市
民
税
課
税

の
人
は
自
己
負
担
額
が
２
倍
に
。
さ
ら
に
、
緊
急

通
報
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
、
高

齢
者
住
宅
改
造
な
ど
も
自
己
負
担
額
が
数
倍
に
。

自
立
・
要
介
護
者
の
生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
の
予
算
も
、
派
遣
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
に
今

年
度
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
今
年
４
月

末
で
４
５
０
０
人
に
の
ぼ

り
、
現
在
の
総
ベ
ッ
ド
数

２
１
８
２
床
の
２
倍
以
上

の
人
が
入
所
を
待
つ
と
い

う
異
常
事
態
で
す
。
介
護

離
婚
・
介
護
殺
人
ま
で
起

き
る
ほ
ど
深
刻
な
昨
今
の

�
介
護
地
獄
�
―
。
一
日

千
秋
の
思
い
で
入
所
を
待

つ
家
族
に
と
っ
て
、
気
の

遠
く
な
る
現
状
で
す
。

高
齢
者
人
口
比
で
ベ
ッ

ド
の
数
は
、
政
令
市
ワ
ー
ス
ト
２
位
（
グ
ラ
フ
①
）。

阿
部
市
政
の
３
年
間
で
た
っ
た
３
ヵ
所
３
９
０
床

し
か
増
設
し
な
か
っ
た
こ
と
が
事
態
を
よ
り
深
刻

に
し
た
も
の
で
す
が
、
今
後
の
増
設
も
２
０
０
７

年
度
ま
で
に
３
ヵ
所
３
４
０
床
し
か
計
画
が
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
お
隣
の
横
浜
市
で
は
年
間　

ヶ
所
１

１０

０
０
０
人
分
の
増
床
を
し
て
き
た
の
に
比
べ
て
も
、

あ
ま
り
に
も
川
崎
市
の
遅
れ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
市
は
、
入
所
基
準
を
変
え
、
待

機
者
の
数
を
低
く
抑
え
る
手
法
を
採
用
し
ま
し
た

が
、
介
護
保
険
料
は
容
赦
な
く
徴
収
さ
れ
な
が
ら

施
設
は
利
用
で
き
な
い
の
で
は
、
�
保
険
料
詐
欺
�

と
い
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

「
年
金
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
は
節
約
し
て

細
々
と
暮
ら
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
無
料
の
ま
ま
に
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
老
人
会
な
ど
の
強
い
反
対
を

押
し
き
り
、
バ
ス
の
敬
老
無
料
パ
ス
（
敬
老
特
別

乗
車
証
）
が
昨
年
７
月
か
ら
有
料
化
さ
れ
ま
し
た

（
１
回
１
０
０
円
の
「
ワ
ン
コ
イ
ン
」
と
、
１
ヶ

月
１
千
円
、
３
ヵ
月
３
千
円
、
１
年
間
１
万
２
千

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

4
5
0
0
人
に

　

―
ベ
ッ
ド
数
は
高
齢
者
人
口
比
で

　
　

政
令
市
ワ
ー
ス
ト
２
位

高
齢
者
の
外
出
を
減
ら
し
た

敬
老
パ
ス
有
料
化

利用者負担率�紙オムツ給付�

１�０�％→�２�０�％�　市民税課税世帯�

利用者負担率�高齢者住宅改造費�

１�０�％→�２�５�％�　市民税本人非課税�

利用者負担額（月額）�緊急通報ペンダント�

４�１�５�円→�１�，�０�０�０�円�　市民税非課税者�

利用者負担額�（１回あたり）�訪問理美容サービス�

０円�

５�２�５�円�

５�１�０�円�

生活保護世帯�

市民税非課税世帯か�
つ生活困窮者�

その他の世帯�
）�所得にかかわらず一律�２�，�０�０�０�円�（年間６回まで）��

表② 高齢者の福祉施策はのきなみ負担増
２００３年４～１０月改定

阿部市政黒書

１２．４�

１３．２�
１３．２� １３．３�

１４．６�

１７．７�

１１．７１� １１．７５�

１４．８�

１５．３�

１４．３�１４．２�

１１．５�

１２．０�

１２．５�

１３．０�

１３．５�

１４．０�

１４．５�

１５．０�

１５．５�

１６．０�

１６．５�

１７．０�

１７．５�

１８．０�
（床）�

札
幌
市�

仙
台
市�

千
葉
市�

横
浜
市�

川
崎
市�

名
古
屋
市�

京
都
市�

大
阪
市�
神
戸
市�
広
島
市�

北
九
州
市�

福
岡
市�

グラフ① 特養ホーム整備の遅れは
　　　　 全国最悪レベル

６５歳以上高齢者１０００人あたり
のベッド数の１２政令市比較     

     　　　（２００５年３月時点） 
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も
し
、
こ
の
助
成
が
な
く
な
っ
た
ら
、
お
金
を

気
に
し
て
病
院
に
行
か
な
い
人
が
増
え
、
病
気
を

悪
化
さ
せ
た
り
、
１
週
間
分
の
薬
を
何
十
日
に
も

の
ば
し
て
飲
む
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
。
お
年
寄

り
に
と
っ
て
は
命
に
か
か
わ
る
大
問
題
で
す
。

円
の
「
フ
リ
ー
パ
ス
」）。

　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
年
間
７
億
４
千
万
円
も

７０
の
大
き
な
負
担
増
で
す
。「
高
齢
者
外
出
支
援
」の

名
で
有
料
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
は
ど
う
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
表
③
の
よ
う
に
、
フ
リ
ー
パ
ス

を
買
っ
て
い
る
人
（
対
象
人
口
の　

％
）
は
「
敬

２５

老
パ
ス
」
の
当
時
よ
り
乗
車
回
数
が
増
え
て
い
る

一
方
で
、
買
っ
て
い
な
い
大
多
数
の
高
齢
者
（
同

　

％
）
は
、
乗
車
回
数
を
減
ら
し
、
バ
ス
を
ま
っ

７５

た
く
利
用
し
な
い
人
が
約
１
万
人
も
増
え
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
市
社
保
協
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
昨
年　

月
）

１０

で
も
、「
バ
ス
に
乗
る
回
数
を
減
ら
し
た
」
と
い
う

人
が
最
も
多
く
、「
病
院
へ
行
く
回
数
を
減
ら
し

た
」「
な
る
べ
く
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」

と
い
う
声
も
。
も
と
も
と
「
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も

り
防
止
と
社
会
参
加
の
促
進
」
を
目
的
に
交
付
さ

れ
て
き
た
の
が
敬
老
パ
ス
で
す
が
、
有
料
化
は
、

「
外
出
支
援
」
ど
こ
ろ
か
、
高
齢
者
の
外
出
を
減

ら
し
、
閉
じ
こ
も
り
を
増
や
す
、
お
年
寄
り
い
じ

め
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
に
ね
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
、　

〜　

歳
ま

６７

６９

で
の
市
独
自
の
老
人
医
療
費
助
成
制
度
で
す
。

安
心
し
て
医
者
に
か
か
れ
る
と
喜
ば
れ
て
い
る

こ
の
制
度
を
、『
行
革
プ
ラ
ン
』
で
は
「
医
療
制

度
は
国
に
よ
り
、
全
国
一
律
に
保
障
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
」
と
見
直
し
を
明
記
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
も
阿
部
市
長
は
「
廃
止
も
選
択
肢
の

一
つ
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
は
老
人
医
療
費
助
成

の
見
直
し

―「
廃
止
も
選
択
肢
の
一
つ
」と
阿
部
市
長

厚生労働省の研修会で、辻一郎・東北大学大学院医学系研究科教授
は、「それ自体は介護予防を直接の目的にしていないが副次的に十分
な効果が期待されるもの」として、「例えば仙台市では、７０歳以上の
方に『敬老パス』を発行しており、市のバスと地下鉄は無料で利用で
きる。そうすると、しょうゆ１本切らしても町に行く。そしていろい
ろな風景を見て触れ合って帰ってくる。それが閉じこもりの予防に大
きな貢献をしている。また、バスに乗っていると最高のバランスト
レーニングになる。建物を建てて機械を使ってバランストレーニング
をするよりも、バスに乗っているほうが楽しい。そうした幅を広げる
ことも必要である」と話しています。（２００４年９月２２日「平成１６年度
介護予防市町村モデル事業実施市町村担当者研修会」での講演より）

表③ 敬老パス有料化前後の利用状況の変化

＊旧敬老無料パスの交付数・平均乗車回数・まったく利用していない人（％・人
数）は、２００１年度アンケート調査および同年度の７０歳以上人口（約１０万４千
人）より計算。フリーパス・ワンコインの購入・利用数は２００４年１１月時点。乗車回
数／月は、川崎市が２００４年１１月２４日実施した乗車人数調査より。

制度改定後旧

高齢者外出支援乗車事業敬老特別乗車証交付事業

ワンコインフリーパス敬老無料パス

60.329 人30,199 人約 81,300 人交付数・購入数

4.3 回／月36.8 回／月10.4 回／月乗車回数／月

26.4％（約 32,500 人）21.8％（約 22,700 人）
まったく利用

していない人

「敬老パス」は介護予防にも効果厚労省の
研修会でも
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こ
れ
ま
で
川
崎
市
は
入
院
時
食
事
療
養
費
助
成

制
度
で
、
重
度
障
害
者
を
は
じ
め
、
小
児
ぜ
ん
そ

く
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
小
児
医
療
、
成
人
呼
吸
器

疾
患
の
患
者
が
入
院
し
た
際
に
食
事
代
１
日
７
８

０
円
を
補
助
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
２
０
０
４

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
患
者
と
家
族
に

は
年
間
約
２
億
８
千
万
円
も
の
負
担
増
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
影
響
を
う
け
る
大
半
が
重
度
障
害
者
（
約

２
億
３
千
万
円
）
で
す
が
、
廃
止
の
理
由
は
�
入

院
と
在
宅
に
お
け
る
負
担
の
公
平
化
を
は
か
る
。

家
庭
で
も
要
し
て
い
る
同
程
度
の
額
を
自
己
負
担

し
て
も
ら
う
�
と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
患
者
に

と
っ
て
入
院
時
の
病
院
食
が
、
治
療
の
一
環
で
あ

る
こ
と
は
常
識
で
す
。

『
川
崎
市
重
症
心
身
障
害
児
ニ
ー
ズ
調
査
報
告

書
』（
２
０
０
２
年
３
月
）
は
、「
医
療
な
し
に
重

症
心
身
障
害
児
者
の
生
活
は
成
立
し
な
い
」
と
し

て
、「
入
院
に
な
っ
た
場
合
は
、
長
期
に
な
る
事
が

多
い
の
で
差
額
ベ
ッ
ド
代
（
親
の
付
き
添
い
な
ど

を
求
め
ら
れ
、
個
室
に
な
る
場
合
が
多
い
）、
紙
お

む
つ
な
ど
さ
ら
に
負
担
が
多
く
な
る
」
と
、
負
担

の
重
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
医
療
費
の

負
担
が
大
変
で
、
支
援
の
拡
充
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
食
事
費
補
助
の
廃
止
は
新
た
な

負
担
を
覆
い
か
ぶ
せ
る
も
の
で
す
。

『
行
革
プ
ラ
ン
』
で
見
直
し
の
対
象
に
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
、
障
害
者
の
バ
ス
無
料
乗
車
証

（
券
）で
す
。「
福
祉
目
的
ご
と
に
制
度
が
充
実
し

て
き
て
」
い
る
の
で
、
応
能
負
担
（
有
料
化
）
を

求
め
る
こ
と
を
含
め
て
見
直
す
と
い
う
の
で
す
。

小
規
模
作
業
所
に
通
う
障
害
者
は
、
給
料
が

月
々
わ
ず
か
数
千
円
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
い
ま
は
バ
ス
代
が
無
料
な
の
で

さ
さ
や
か
な
給
料
が
手
元
に
残
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
も
し
有
料
化
さ
れ
た
ら
、
給
料
よ
り
も
交
通
費

の
方
が
高
く
な
り
、�
交
通
費
を
稼
ぐ
た
め
に
作

業
所
に
通
う
�
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
。

こ
れ
で
は
働
く
意
欲
も
な
く
な
り
、
自
宅
に
こ

も
ら
ざ
る
を
得
な
い
障
害
者
も
出
て
き
ま
す
。

『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』に
い
う�
地

域
で
自
立
し
て
暮
ら
す
�
こ
と
を
ま
す
ま
す
困
難

に
す
る
も
の
で
す
。

2
障
害
者
に
も「
受
益
者
負
担
」の
冷
た
い
仕
打
ち

重
度
障
害
者
へ
の
1
日
7
8
0
円

の
入
院
時
食
事
費
補
助
ま
で
廃
止

障
害
者
の
バ
ス
無
料
乗
車
証

（
券
）も
有
料
化
へ

阿部市政黒書
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健
保
本
人
３
割
負
担
な
ど
医
療
改
悪
が
あ
い
つ

ぐ
な
か
で
、
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
自
治

体
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
自
ら
の

健
康
は
自
ら
の
責
任
で
保
持
す
る
」（
行
革
プ
ラ

ン
）
と
、
市
独
自
の
保
健
・
医
療
施
策
を
次
つ
ぎ

切
り
捨
て
て
き
た
の
が
阿
部
市
長
で
す
。

２
０
０
３
年
度
に
は
、
基
本
健
康
診
査
事
業
で

　

歳
以
上
の
老
人
健
診　

項
目
（
国
基
準
９
、
市

６５

２５

単
独　

）
の
う
ち
、　

項
目
（
い
ず
れ
も
市
単
独
）

１６

１０

を
廃
止
。
結
核
や
白
血
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

の
早
期
発
見
に
役
立
つ
も
の
な
ど
、
重
要
な
検
査

項
目
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
気
管
支
ぜ
ん
息
の
診
断
、
肺
気

腫
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
の
早
期
発
見
に
役
立
つ

「
呼
吸
機
能
検
査
」
を
廃
止
し
た
こ
と
は
、
い
ま

で
も
市
内
で
、
ぜ
ん
息
患
者
が
激
増
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
重
大
で
す
。

全
国
で
年
間
約
１
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
「
乳

が
ん
」
―
神
奈
川
県
で
も
女
性
の
部
位
別
が
ん
罹

患
率
の
第
１
位
で
す
。
と
く
に
「
乳
が
ん
」
に
よ

る
死
亡
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
神
奈
川
県
は

今
年
３
月
、『
が
ん
へ
の
挑
戦
・　

ヵ
年
戦
略
』

１０

を
策
定
し
、「
乳
が
ん
検
診
の
充
実
強
化
な
ど
、
が

ん
検
診
の
受
診
促
進
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
こ
そ
、
が
ん
治
療
に
も
っ
と
も
重
要

な
こ
と
。
が
ん
検
診
受
診
率
が
低
い
川
崎
市
（
表

④
）
で
は
、
受
診
率
引
き
上
げ
の
努
力
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
阿
部
市
長
は
今
年
４

月
か
ら
、
乳
が
ん
検
診
を
「　

歳
以
上
で
毎
年
」

３０

か
ら
「　

歳
以
上
で
偶
数
歳
」
に
、
子
宮
が
ん
検

４０

診
を
「　

歳
以
上
で
毎
年
」
か
ら
「　

歳
以
上
で

３０

２０

偶
数
歳
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
年
に
１
回
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

市
内
の
あ
る
産
婦
人
科
は
、「
昨
年
度
ま
で
毎

年
子
宮
が
ん
検

診
を
受
け
て
い

た
女
性
に
今
年

か
ら
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
納

得
し
て
も
ら
う

の
が
大
変
。
現

場
は
混
乱
し
て

い
ま
す
」
と
話

し
、
実
際
に
受

診
者
数
が
昨
年

同
時
期
比
で
半
減
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

原
因
が
不
明
で
、
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
難
病
。
長
期
の
療
養
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
医
療
費
も
高
額
に
及
ぶ
た
め
、
国
が
指
定

す
る　

の
疾
病
（
特
定
疾
患
）
に
対
し
て
、
こ
れ

４５

ま
で
市
は
「
難
病
患
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

3
健
康
と
命
に
か
か
わ
る
保
健
・
医
療
も
削
減

結
核
や
ぜ
ん
息
の
検
査
な
ど

健
診
項
目
を
大
幅
削
減

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を

毎
年
か
ら
2
年
に
1
回
に

難
病
患
者
へ
の
月
3
5
0
0
円

の
療
養
費
補
助
も
廃
止

全国平均神奈川県川崎市

13.37.99.7胃がん

18.113.81.5大腸がん

23.715.81.5肺がん

15.312.17.9子宮がん

12.99.34.1乳がん

表④ がん検診受診率の低い川崎市 （％）
（2003 年度）

＊神奈川県・全国平均の受診率は「老人保健事業報告」より
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は
か
る
こ
と
」
を
目
的
に
月
３
５
０
０
円
の
療
養

費
補
助
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
通
院
の
交
通

費
に
あ
て
て
い
た
患
者
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

阿
部
市
長
は
、
こ
の
助
成
を
今
年
度
の
上
半
期
で

終
了
し
、　

月
か
ら
廃
止
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で

１０

す
。
市
内
約
５
６
０
０
人
の
難
病
患
者
に
年
間
約

２
億
３
千
万
円
も
の
影
響
で
す
。

廃
止
の
理
由
は
「
助
成
し
て
い
な
い
悪
性
腫
瘍

（
が
ん
）
の
患
者
と
不
公
平
だ
か
ら
」
と
い
う
も

の
。�
あ
っ
ち
が
ガ
マ
ン
し
て
い
る
か
ら
、
こ
っ

ち
も
ガ
マ
ン
し
な
さ
い
�
と
い
う
、
弱
い
も
の
い

じ
め
の
ゆ
が
ん
だ
「
公
平
論
」
で
す
。

２
０
０
３
年
の
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

　

。
人
口
減
少
が
つ
づ
き
、
危
機
感
を
つ
の
ら
せ

２９る
国
も
、
少
子
化
対
策
を
重
要
課
題
に
位
置
づ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
を
持
っ
て
か
ら
川
崎
は
子
育
て
環
境

の
面
で
不
便
さ
を
感
じ
る
。
他
市
に
引
っ
越
し
を

考
え
て
い
る
…
」。
か
つ
て
は「
子
育
て
す
る
な
ら

川
崎
で
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
子
育
て
支
援
が
充
実

し
て
い
た
川
崎
市
が
、
い
ま
は
出
生
率
も
国
を
大

き
く
下
回
る
１
・　

、
子
育
て
世
代
は
市
外
へ
流

２３

出（
グ
ラ
フ
②
）。「
子
ど
も
を
産
み
に
く
い
ま
ち
」

「
子
育
て
し
に
く
い
ま
ち
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
市
長
が
「
行
革
の
第
一
歩
」
に
位
置
づ
け
、

福
祉
切
り
捨
て
の
突
破
口
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
、

学
童
保
育
所
１
１
５
ヵ
所
の
全
廃
と
公
立
保
育
園

の
民
営
化
で
し
た
。

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
放
課
後
を
保
障
し
、

大
切
な
居
場
所
と
し
て　

年
間
つ
づ
い
て
き
た
学

４０

童
保
育
所
を
、
父
母
の
大
き
な
反
対
の
声
を
無
視

し
て
、
一
挙
に
全
廃
を
強
行
。
ま
た
、
充
実
し
た

制
度
と
内
容
で
「
川
崎
方
式
」
と
し
て
全
国
的
に

4
ま
す
ま
す
子
育
て
し
に
く
い
ま
ち
に

全
国
よ
り
低
い
出
生
率

―�
子
育
て
す
る
な
ら
市
外
に
�の
現
象
が

転入�

３０，０００�
（人）� 年齢５歳階級別社会動態人口（２００３年）�

２０，０００�

１０，０００�

０�

０～
４歳
�

５
～
９
�

１０
～１
４�

１５
～１
９�

２０
～２
４�

２５
～２
９�

３０
～３
４�

３５
～３
９�

４０
～４
４�

４５
～４
９�

５０
～５
４�

５５
～５
９�

６０
～６
４�

６５
～６
９�

７０
～７
４�

７５
～７
９�

８０
歳
以
上
�

転出�

　川崎市次世代育成支援対策地域協議会が作成した�
　「川崎市における次世代育成支援対策について」（２００４年９月）より�

＊�

＊�
＊転出が転入をうわ�
　まわっている世代�

学
童
保
育
所
の
全
廃
と

保
育
園
の
民
営
化
計
画

－
『
行
革
の
第
一
歩
』は
子
ど
も
施
策
か
ら

グラフ② 子育て世代が市外に流出

※同報告書は「川崎市では１５～２９歳の若い世代では転入が増加
し、逆に３０～４４歳の子育て世代、０～９歳の子どもは転出が増
加している」と解説しています。

阿部市政黒書
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高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
公
立
保
育
園
の
民
営
化
を

計
画
（　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
に
７
ヵ
所
）。
な

０５

０７

か
で
も
保
育
の
大
事
な
柱
で
あ
る
給
食
業
務
は
、

他
の
政
令
指
定
都
市
で
も
例
が
な
い
営
利
企
業
へ

の
委
託
化
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
よ
り
も
予
算
の

削
減
・
効
率
化
を
強
引
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
の
保
育
園
待
機
児
数
は
１
５
２
８
人

に
の
ぼ
り
、
国
の
調
査
で
も
、
川
崎
市
は
保
育
園

待
機
率
が
政
令
市
ダ
ン
ト
ツ
で
す
（
グ
ラ
フ
③
）。

保
育
園
の
待
機
児
解
消
は
前
市
長
時
代
か
ら
市

政
の
重
要
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
前
市
長
も

「
２
〜
３
年
で
解
消
」
す
る
と
約
束
。
と
こ
ろ
が

阿
部
市
政
は
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ
た
カ
ウ
ン
ト

で
待
機
児
数
を
少
な
く
見
積
も
っ
た
う
え
に
、
そ

の
解
消
も
５
年
に
先
延
ば
し
（「
保
育
基
本
計
画
」

で　

年
度
４
月
ま
で
に
待
機
児
ゼ
ロ
の
目
標
）。

０６
そ
の
約
束
も
達
成
は
絶
望
的
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

市
は　

年
度
か
ら
の
３
年
間
で
認
可
保
育
所
の
定

０５

員
８
３
５
人
増
や
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
受
け
入

れ
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
解

消
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で
す
。

こ
う
し
た
阿
部
市
政
に
対
し
て
、「
兄
弟
の
い

る
保
育
園
に
入
所
で
き
ず
、
別
の
無
認
可
保
育
園

に
し
か
預
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
毎
日
の

送
り
迎
え
が
大
変
」「
復
職
予
定
で
会
社
も
席
を
用

意
し
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
の
に
入
所
で
き
な

か
っ
た
ら
、
市
長
を
恨
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」

な
ど
の
声
が
殺
到
。
待
機
児
解
消
を
求
め
る
父
母

ら
の
署
名
運
動
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
２
人
目
、
３
人
目
が
欲
し
い
け
ど
、
お
金
が

か
か
り
す
ぎ
て
…
」。
子
育
て
世
代
の
切
実
な
声

で
す
。
私
立
幼
稚
園
へ
の
入
園
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
お
隣
の
東
京
都
大
田
区
で
は
園

児
１
人
に
つ
き
８
万
５
千
円
以
内
の
入
園
料
補
助

金
（
所
得
制
限
な
し
）
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
川

崎
市
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
料
補
助
は
、
国
庫
補
助
に
加
え
る
上
乗
せ

部
分
が
、
東
京
都
で
は
都
・
区
あ
わ
せ
て　

万
円
、

１３

横
浜
市
で
は
４
万
７
千
円
以
上
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
川
崎
市
は
ゼ
ロ
。
国
庫
補
助
が
な
く
川
崎
市

単
独
で
補
助
し
て
い
る
部
分
（
所
得
Ｅ
ラ
ン
ク
、

対
象
者
約
１
万
１
千
人
）
も
増
額
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
の
増
額
で
は
対
象
者
が
一
番

多
い
第
１
子
は
見
送
ら
れ
、
増
額
さ
れ
る
の
は
対

保
育
園
の
待
機
児
1
5
2
8
人
も

　

―
待
機
率
は
政
令
市
ワ
ー
ス
ト
１
位

東京都江戸川区は出生率が１．０を割りこ
んでいる東京２３区で、唯一、全国平均の
１．２９をも上回る１．３０を記録。人口６５万８千
人の区で毎年約３万７千人（大半が２０代と
３０代）が引っ越して転入してきています。
同区は「就学前までの医療費無料」「私立
幼稚園保育料補助は公立との差額２万６千
円を助成」「小・中学校の給食費の３分の
１を補助」－いずれも所得制限なしと、子
育て支援策が充実。これが子育て世代の人
口が増えている要因といわれています。
（「朝日新聞」０５年５月１５日付より）

支援策充実で、子育て世代が急増  江戸川区　

あ
ま
り
に
お
粗
末
な

私
立
幼
稚
園
保
育
料
補
助

待機率＝�
待機児童数�
利用児童数�

札
幌
市�

仙
台
市�

さ
い
た
ま
市�

千
葉
市�

横
浜
市�

川
崎
市�

名
古
屋
市�

京
都
市�

大
阪
市�

神
戸
市�

広
島
市�

北
九
州
市�

福
岡
市�

（％）�
８．０�

６．０�

４．０�

２．０�

１３政令指定都市の保育所児童待機数�
（厚生労働省の資料より）�

１．０％�
１．５％�

１．９％�

０．９％�
０．５％�０．４％�

４．８％�
４．５％�

６．６％�

３．８％�

２．８％�
２．３％�

３．６％�

グラフ③ 保育園の待機率は政令市ダントツ
（２００４年４月１日時点）
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児
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
所
得
制
限
が

あ
る
た
め
に
、
対
象
児
の
３
割
は
助
成
を
受
け
ら

れ
な
い
ま
ま
で
す
。
あ
と
２
億
円
で
就
学
前
ま
で

拡
充
で
き
ま
す
が
、
阿
部
市
長
は
、
そ
の
願
い
に

こ
た
え
る
姿
勢
を
み
せ
ま
せ
ん
。

就
学
前
ま
で
の
無
料
化
は
神
奈
川
県
内
で
も　
１３

市
町
村
、
東
京
都
で
は　

区
の
す
べ
て
で
実
施
さ

２３

れ
、
さ
ら
に
中
学
生
ま
で
無
料
に
す
る
区
も
生
ま

象
者
が
全
市
で
た
っ
た
７
人
の
第
３
子
と
、
５
９

２
人
の
第
２
子
の
み
。
と
て
も
拡
充
さ
れ
た
と
喜

べ
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
願
い
と
運
動
が
力
に
な
り
、
乳
幼
児
医

療
費
助
成
の
対
象
が
、
今
年
か
ら
よ
う
や
く
５
歳

5
子
ど
も
が
大
事
に
さ
れ
て
い
な
い
川
崎
の
教
育

川
崎
市
内
で
は
年
間　

日
以
上
欠
席
す
る
不
登

３０

校
の
児
童
・
生
徒
数
が
、
小
・
中
学
校
い
ず
れ
も
、

こ
の　

年
間
で
１
・
７
倍
に
急
増
。　

年
度
は
中

１０

０４

学
校
で
１
４
０
０
人
近
く
、
約
３
校
分
も
の
生
徒

が
不
登
校
と
い
う
全
国
最
悪
の
事
態
で
、
少
な
く

な
い
子
ど
も
・
父
母
が
悩
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
、
わ
か
る
授
業
・
成
長
で
き
る
楽
し
い
学

校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
全
国　

道
府
県
（
２
０
０
５
年
度
）
に

４５

ひ
ろ
が
っ
た　

人
学
級
な
ど
の
少
人
数
学
級
。
そ

３０

の
教
育
効
果
は
試
さ
れ
ず
み
で
す
。

川
崎
で
も
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
る
父

母
・
教
職
員
の
長
年
の
運
動
が
取
り
組
ま
れ
、
教

育
長
も
、
市
議
会
で
少
人
数
学
級
の
効
果
と
必
要

性
を
く
り
返
し
答
弁
。
川
崎
市
の『
教
育
プ
ラ
ン
』

素
案
で
は
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
小

学
１
年
生
の　

人
以
下
学
級
を
全
校
実
施
す
る
こ

３５

と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最

終
的
な
『
プ
ラ
ン
』
で
は
そ
の
表
現
が
葬
り
去
ら

「
わ
か
る
授
業
」へ
の

少
人
数
学
級
も
先
送
り
に

文部科学省の今年４月の調査でも、
少人数学級の導入で「児童・生徒の学
力が向上した」「授業でつまずく児童・
生徒が減った」と評価する学校は、小
学校で９８．７％、中学校で９割以上。
「不登校やいじめなどが減少した」「基
本的な生活習慣が身についた」と評価
する学校は、小学校で９割、中学校で
８割。教師が教材研究を深めるうえで
も効果が認められています。

文部科学省の調査でも

少人数学級の導入で
「学力向上」９割以上

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

で
も
立
ち
遅
れ

れ
て
お
り
、
い
ま
や
、
小
学
生
の
何
年
生
ま
で
拡

充
す
る
か
と
い
う
の
が
大
き
な
流
れ
で
す
。

川
崎
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（　

年
）
で
も
、
子
ど

０４

も
の
数
が
少
な
い
理
由
は
「
子
育
て
や
教
育
に
お

金
が
か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
」
が
第
１
位
。
川
崎
の

少
子
化
対
策
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
父
母
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
数

　

年
間
で
1
・
7
倍
に

１０

阿部市政黒書
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て
中
学
１
年
生
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
、
基
本
的
な

経
費
は
全
額
市
費
負
担
だ
っ
た
も
の
で
す
。
阿
部

市
長
は
今
年
度
か
ら
、
こ
の
食
事
代
１
人
３
４
６

４
円
を
自
己
負
担
化
し
、
中
学
１
年
生
約
７
５
０

０
人
の
父
母
に
新
た
な
負
担
を
押
し
つ
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
学
５
年
生
の
自
然
教
室
も
、「
個
人

に
帰
す
も
の
は
受
益
者
負
担
が
原
則
」
な
ど
と
い

う
理
由
で
、
来
年
か
ら
食
事
代
が
有
料
化
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

れ
、
何
の
説
明
も
な
く
先
送
り
に
。
阿
部
市
長
の

消
極
姿
勢
が
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
問
題
で
す
。「
地
震
が
く
る
と
危
険
」と
判
定
さ

れ
て
い
る
の
に
、
耐
震
補
強
工
事
も
さ
れ
て
い
な

い
小
・
中
学
校
が
、
市
内
に　

校
１
２
０
棟
も
残

６４

さ
れ
て
い
ま
す
（
今
年
度
工
事
分
を
除
く
）。

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
位
置

づ
け
、
一
気
に
補
強
工
事
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
阿
部
市
長
は
今
後
５
年

も
か
け
る
計
画
で
す
。
こ
の
間
、
各
地
で
大
地
震

が
相
次
い
で
起
こ
る
な
か
で
、
父
母
か
ら
も
心
配

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食
の
実
現
は
、
川
崎
で
も
党
派
を
こ

え
て
数
万
の
署
名
が
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
長
年

の
父
母
の
強
い
願
い
で
す
。
そ
の
願
い
と
運
動
が

打
ち
く
だ
か
れ
た
の
が
、
今
年
１
月
か
ら
全
中
学

校
で
実
施
さ
れ
た
、
出
前
弁
当
の
「
中
学
校
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
公
的
補
助
が
な
く
全
額
自

己
負
担
の
た
め
、
市
も
「
学
校
給
食
」
と
呼
べ
な

い
代
物
で
す
。

そ
れ
も
「
ま
ず
い
」「
冷
た
い
」「
高
い
」
と
評

判
が
悪
く
、
１
ク
ラ
ス
に
３
〜
４
人
程
度
、
平
均

し
て
生
徒
の　

人
に
１
人
し
か
注
文
が
あ
り
ま
せ

１０

ん
。
市
が
給
食
を
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、

公
的
な
財
政
負
担
も
し
て
、
生
徒
に
喜
ば
れ
る

「
中
学
校
給
食
」
を
一
日
も
早
く
実
施
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
然
に
親
し
み
、
共
同
生
活
を
体
験
す
る
八
ヶ

岳
２
泊
３
日
の「
自
然
教
室
」。
教
育
の
一
環
と
し

地
震
が
く
る
と
危
険
な

校
舎
が　

校
1
2
0
棟

６４

「
自
然
教
室
」の
食
事
代
を

有
料
化
・
父
母
負
担
に

中
学
校
給
食
の

願
い
を
ふ
み
に
じ
っ
た

「
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
」

学校生活の思い出がいっぱい詰まった卒業アルバム。
経済的理由でもらえない子が出ないように、川崎市は、
生活保護世帯や就学援助を受けている世帯には、小学
６年生で１人５，２００円、中学３年生で１人５，５００円の卒
業記念アルバム代を補助（総額約７３０万円）してきまし
た。これを阿部市長は「受益者負担が原則」といって、
入学祝品、修学旅行支度金の援護費とともに今年度か
ら廃止にしてしまったのです。ある中学校の先生は
「お金が払えないからと、生徒に“君の卒業アルバム
はないよ”なんて辛くて言えません」と、阿部市長の
子どもへの冷たさに憤りをかくせません。

卒業アルバムがもらえない生徒も…
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す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
営
業
者
を
中

心
に
市
内
人
口
の
約
３
割
を
し
め
る
国
保
加
入
者

の
所
得
格
差
を
み
る
と
、　

年
度
、
年
間
所
得
０

０３

〜
２
０
０
万
円
台
の
世
帯
数
が
６
割
を
占
め
て
お

り
、
中
小
零
細
業
者
や
商
店
な
ど
の
所
得
の
大
幅

減
が
類
推
で
き
ま
す
（
グ
ラ
フ
④
）。

こ
こ
へ
の
抜
本
的
な
支
援
策
こ
そ
求
め
ら
れ
て

市
内
全
企
業
数
の　

％
を
占
め
る
中
小
企
業
・

９９

零
細
業
者
は
、
文
字
ど
お
り
「
地
域
経
済
の
主
役
」

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
小
企
業
・
商
店
の
営
業

と
暮
ら
し
は
、
慢
性
化
し
た
不
況
の
も
と
で
、
ま

い
ま
す
が
、
川
崎
市
の
今
年
度
予
算
を
み
て
も
、

中
小
企
業
向
け
予
算
は
、
融
資
分
を
除
け
ば
約
９

億
円
に
過
ぎ
ず
、
主
な
拠
点
駅
前
開
発
だ
け
で　
８８

億
円
も
の
予
算
を
投
入
し
て
い
る
こ
と
と
比
べ
て

も
、
あ
ま
り
に
も
お
粗
末
（
表
⑤
）。
阿
部
市
長
の

産
業
政
策
は
、
市
内
既
存
の
中
小
商
工
業
者
に

ま
っ
た
く
光
を
あ
て
よ
う
と
し
な
い
も
の
で
す
。

長
引
く
不
況
と
大
型
店
の
出
店

ラ
ッ
シ
ュ
の
影
響
で
、
市
内
の
生
鮮

３
品
（
食
肉
、
鮮
魚
、
野
菜
・
果
実
）

の
小
売
店
舗
数
は
こ
の　

年
間
で
ほ

１０

ぼ
半
減
し
て
い
ま
す
（
表
⑥
）。

こ
う
し
た
な
か
で
も
、
な
ん
と
か

営
業
（
生
業
）
を
つ
づ
け
た
い
と
出

費
を
切
り
つ
め
苦
労
し
て
い
る
中
小

商
工
業
者
に
、
耐
え
が
た
い
大
打
撃

6
不
況
に
苦
し
む
中
小
業
者
に
追
い
打
ち

「
地
域
経
済
の
主
役
」と
は

ほ
ど
遠
い
中
小
企
業
予
算

０�

１００００�

２００００�

３００００�

４００００�

５００００�

６００００�

７００００�

０．０％�

５．０％�

１０．０％�

１５．０％�

２５．０％�

２５．０％�

２２．２�

６．２�

１５．３�

２２．９�

１４．１�

７．８�

４．０�
２．２�

０．８�０．６�０．５�

２．２�
１．３�

川崎市内の国保加入者・所得階層別世帯構成（２００３年度）�

１０
０万
未
満
�

不
　
明
� ０�

１０
０万
以
上
�

２０
０万
以
上
�

３０
０万
以
上
�

４０
０万
以
上
�

５０
０万
以
上
�

６０
０万
以
上
�

７０
０万
以
上
�

８０
０万
以
上
�

９０
０万
以
上
�

１０
００
万
以
上
�

所　得（円）�

世帯数� 構成比�

中小商工業関連予算拠点駅前開発関連予算

3.58 億円

4.45 億円

1.36 億円

商業振興事業費

中小企業支援事業費

工業振興費

47.0 億円

39.2 億円

1600 万円

1.7 億円

川崎駅西口地区

小杉駅周辺地区

川崎駅周辺

新川崎地区

9.39 億円計88.06 億円計

表⑤ あまりに少ない中小商工業支援の予算
（川崎市 05年度予算より）

グラフ④ 川崎でも低所得層が急増

増　減
０２年－９１年

２００２年１９９４年１９９１年
年

小売業
　△１３２　（－４７．８％）
（△　８２）（－５０．３％）

１４４
（８１）

２３６
（１２４）

２７６
（１６３）

食 肉

　△１１７　（－５０．４％）
（△　８０）（－５１．９％）

１１５
（７４）

２００
（１２７）

２３２
（１５４）

鮮 魚

　△１８０　（－４０．４％）
（△１１９）（－４３．１％）

２６５
（１５７）

４０４
（２５０）

４４５
（２７６）

野菜・果実

（　）内数字は、個人営業の小売店数・内数を示す。

表⑥ 急速に減少する生鮮３品商店（小売業）

事
業
系
ご
み
有
料
化
、

下
水
道
料
金
値
上
げ
で

大
負
担
増
に

阿部市政黒書
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有
料
化
で
月
平
均
２
千
円
の
負
担
増
に
」、
魚
屋

の
Ｂ
さ
ん
は
「
事
業
系
ご
み
の
有
料
化
で
約
１
万

円
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
で
約
２
万
１
千
円
、

合
わ
せ
て
毎
月
３
万
円
以
上
出
費
が
増
え
ま
し

た
」、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
の
Ｃ
さ
ん
は
「
ご
み
代

が
ゼ
ロ
か
ら
毎
月
約
８
千
円
に
。
そ
の
う
え
下
水

道
の
値
上
げ
。
ど
こ
ま
で
業
者
を
い
じ
め
る
の

か
」
と
、
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

を
あ
た
え
た
の
が
、
２
０
０
４
年
４
月
か
ら
の
事

業
系
ご
み
有
料
化
（
日
量　

㎏
以
下
無
料
の
控
除

１０

廃
止
）
と
、
下
水
道
料
金
の
大
幅
値
上
げ
で
し
た
。

も
と
も
と
事
業
系
ご
み
の
控
除
制
度
（
無
料
収

集
）
は
、「
零
細
事
業
者
の
救
済
措
置
」
と
し
て

実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
。
そ
れ
を
阿
部
市
長
は
、

導
入
当
時
よ
り
深
刻
な
不
況
の
真
っ
只
中
で
廃
止

し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
内
約
３
万
７

千
の
中
小
零
細
業
者
に
年
間
約　

億
円
も
の
ば
く

２６

大
な
負
担
増
で
す
。

さ
ら
に
、
下
水
道
料
金
の
大
幅
値
上
げ
（
平
均

８
・
７
％
）
で
は
年
間
約　

億
円
も
の
市
民
負
担

１９

増
。
と
く
に
、
魚
屋
、
麺
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

な
ど
、
上
下
水
道
を
よ
り
多
く
使
う
業
者
に
は
大

変
な
出
費
増
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
自
営
業
者
の
Ａ
さ
ん
は
「
事
業
系
ご
み
の

7
拠
点
開
発
優
先
で
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
ゆ
が
み

７
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
目
の
前
に　

階
建
て

２０

の
壁
の
よ
う
な
マ
ン
シ
ョ
ン
、
近
隣
の
住
宅
に
空

を
奪
う
よ
う
な
高
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
、
市
内
各
地
で
、
開
発
業
者
に
よ
る

強
引
な
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
と
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
絶
え
ま
せ
ん
。

い
ま
川
崎
市
内
は
、
工
場
跡
地
を
利
用
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
か
つ
て
工
場
や
倉

庫
が
立
ち
並
ん
で
い
た
地
域
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
販

売
の
競
争
地
域
に
急
速
に
変
ぼ
う
し
て
い
ま
す
。

工
場
の
誘
致
等
で
煙
突
な
ど
に
に
配
慮
し
て
き
た

工
業
地
域
で
は
高
さ
の
制
限
が
な
く
、
こ
れ
を
開

発
業
者
が
逆
手
に
と
っ
て
、
大
型
・
超
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
計
画
を
す
す
め
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
反
対
す
る
住
民

運
動
に
お
さ
れ
、
よ
う
や
く
川
崎
市
は
、
工
業
地

域
に
建
設
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ
を　

メ
ー
ト

２０

ル
以
下
に
制
限
す
る
「
高
さ
規
制
」
を
導
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
市
の
調
査

で
も
、
工
業
地
域
で
の
高
さ　

メ
ー
ト
ル
以
上
の

２０

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
市
内
で　

ヵ
所
に
の
ぼ
っ
て

４３

工
場
跡
地
に
大
型
・
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

計画人口計画（高さ・戸数）計　　画　　地

１，５９９人　６４ｍ・５３３戸昭和電線跡地川崎区・小田栄

１，９５０人１２４ｍ・６３８戸東 芝 跡 地幸　区・堀川町

２，６１５人　３３ｍ・８６０戸池貝鉄工跡地　　　・神明町

２，２５６人　５８ｍ・７５２戸古川鋳造跡地　　　・塚越

６，２４０人１６０ｍ（３棟）２０７８戸不二サッシ跡地中原区・中丸子

５，１００人
２００ｍ、１７０ｍ、
１５０ｍ・１７００戸

　　　・小杉駅南部地区

１，９３９人　３３ｍ・６２８戸ＮＫＫ社宅跡地　　　・上小田中

１，８００人　４５ｍ・６００戸藤森工業跡地　　　・今井上町

２，６８２人　６３ｍ・８５５戸三井金属跡地高津区・久地

１，９５５人１００ｍ・６４８戸Ｎ Ｅ Ｃ 跡 地　　　・久本

２，４３５人　４５ｍ・７７１戸松下研究所跡地多摩区・東三田

表⑦ 工場跡地への主な大型・超高層マンション計画
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お
り
、
市
の
対
応
も
「
遅
き
に
失
し
た
」
と
い
う

べ
き
事
例
が
続
出
。
幸
区
塚
越
で
は
、
工
場
跡
地

に
高
さ　

メ
ー
ト
ル　

階
建
て
の
巨
大
マ
ン
シ
ョ

５８

２０

ン
建
設
が
計
画
さ
れ
、
日
影
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

ビ
ル
風
被
害
や
圧
迫
感
、
保
育
園
や
学
校
不
足
、

道
路
渋
滞
な
ど
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
、
近
隣
住
民

か
ら
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

も
し
も
横
浜
市
並
み
に
早
く
規
制
を
導
入
し
て

い
れ
ば
、
こ
う
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
計
画
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
す
。

閑
静
な
住
宅
街
に
地
上
３
階
地
下
７
階
の
巨
大

マ
ン
シ
ョ
ン（
い
わ
ゆ
る「
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
」）

な
ど
、
い
ま
市
北
部
地
域
で
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
斜
面
緑
地
へ
の
「
地
下
室
マ
ン

シ
ョ
ン
」
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。
貴
重
な
斜
面

緑
地
を
次
つ
ぎ
剥
ぎ
取
っ
て
い
く
乱
開
発
の
影
響

で
、
市
内
で
は
こ
の
３
年
間
（
２
０
０
０
年
〜　
０３

年
）
に
山
林
原
野
面
積
が　

㌶
（
東
京
ド
ー
ム
の

２２

４
・
７
倍
）
も
減
少
。
１
千
㎡
以
下
の
緑
地
は
調

査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
存
在
す
ら
把
握
さ

れ
な
い
ま
ま
、
さ
ら
に
多
く
の
緑
地
が
破
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。

遅
れ
に
遅
れ
て
川
崎
市
は
、
地
下
室
部
分
の
容

積
率
緩
和
を
制
限
す
る
条
例
の
準
備
に
の
り
だ
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
建
築
物
の
圧
迫
感
解
消
に
重

点
が
置
か
れ
て
お
り
、
緑
地
保
全
の
視
点
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
予
算
で
阿
部
市
長
は
、
川
崎
駅
西
口
再

開
発
、
小
杉
駅
周
辺
再
開
発
な
ど
主
な
駅
前
拠
点

開
発
だ
け
で　

億
円
も
の
突
出
し
た
予
算
を
投
入

８８

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
総
事
業
費
が
約
２
０
０
億
円
（
市
負

担
１
０
０
億
円
以
上
）
も
か
か
る
横
須
賀
線
小
杉

新
駅
の
誘
置
・
整
備
や
、
も
と
も
と
「
交
通
不
便

地
域
の
解
消
」
が
主
要
な
目
的
だ
っ
た
縦
貫
地
下

鉄
計
画
を
、
住
民
の
声
を
聞
か
ず
に
小
杉
駅
接
続

に
突
然
ル
ー
ト
変
更
。
こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
い
ま
、
阿
部
市
長
の
「
拠
点
駅
前
へ
の
大
規

模
開
発
呼
び
込
み
」
を
最
優
先
す
る
姿
勢
は
、
予

算
の
使
い
方
や
交
通
体
系
な
ど
川
崎
の
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
な
ゆ
が
み
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

斜
面
緑
地
を
壊
し
て
建
設

さ
れ
る「
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
」

駅
前
拠
点
開
発
に
今
年
度
だ
け
で

　

億
円
の
大
判
ぶ
る
ま
い

８８

『エコノミスト』誌（０４年１０月２６日）は、
「乱立２００５年問題―マンション失速」を特
集。マンション供給過剰マップで川崎市が
首都圏ワースト２位にあげられ、川崎駅、
武蔵小杉駅、溝の口駅、鷺沼駅周辺の現在
の供給過剰戸数を掲載。「首都圏のマン
ションは明らかに供給過剰だ」「業者はいつ
割れるか分からない薄氷の上にいる」との
旧建設省ＯＢの声を紹介しています。

マンション供給過剰で
川崎市は首都圏ワースト 2 位
『エコノミスト』誌が紹介

周辺住民の反対運動が起きている幸区塚越の大型マンション予定地
（古川鋳造跡地）。左のマンションから１５ｍ隣に２０階建て・高さ５８ｍ
の巨大な“壁”がそびえ立つことに…。

阿部市政黒書
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「
財
政
危
機
」「
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間

で
」
と
福
祉
を
次
つ
ぎ
切
り
捨
て
て
い
る
阿
部
市

長
が
、
今
年
度
か
ら
、
自
治
体
が
や
る
必
要
の
な

い
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設
に
の
り
だ
し
た
こ
と
に

疑
問
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
中
原
消
防
署
と
の

合
築
で
、
川
崎
市
が
約　

億
円
も
借
金
し
て
市
ま

３０

ち
づ
く
り
公
社
に
大
規
模
な
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

（
地
上　

階
、
高
さ
約　

ｍ
、

２０

７９

３
１
０
室
）
を
建
設
さ
せ
、
民

間
事
業
者
に
経
営
を
ま
か
せ
、

も
う
け
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。

今
年
度
予
算
で
実
施
設
計
費
６

３
０
０
万
円
を
投
入
し
ま
し
た
。

「
ホ
テ
ル
の
建
設
こ
そ
民
間
に

や
ら
せ
れ
ば
い
い
」「
そ
ん
な
お

金
が
あ
っ
た
ら
保
育
園
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
批
判
の
声

が
あ
が
る
の
は
当
然
で
す
。

8
市
民
犠
牲
に
突
き
す
す
む
臨
海
部
な
ど
の
大
規
模
開
発

整
備
費
３
７
３
億
円
（
市
費
２
９
３
億
円
）
を

投
入
し
な
が
ら
�
船
の
来
な
い
港
�
と
い
わ
れ
た

Ｋ
Ｃ
Ｔ（
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）。
前
市

長
と
阿
部
市
長
は
施
設
使
用
料
の
減
免
な
ど
公
的

支
援
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、　

億
円
も
の
負

６９

債
を
か
か
え
、
昨
年
つ
い
に
破
産
し
ま
し
た
。

阿
部
市
長
は
Ｋ
Ｃ
Ｔ
の
破
産
処
理
に
か
か
わ
り
、

そ
の
市
負
担
は
約　

億
円
（
金
融
機
関
へ
の
損
失

１６

補
償
９
億
円
、
出
資
金
３
・
１
億
円
、
門
型
ク
レ
ー

ン
８
基
買
取
３
・
６
億
円
）。
こ
れ
に
対
し
、
か
わ

さ
き
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
、「
政
府
や
自
治
体

の
法
人
へ
の
債
務
保
証
を
禁
じ
た
法
律
に
違
反
す

る
」
と
し
て
、
前
市
長
・
阿
部
市
長
・
金
融
機
関

の
３
者
に
９
億
円
を
請
求
す
る
よ
う
川
崎
市
に
求

め
て
提
訴
し
て
い
ま
す
。

一
部
開
通
し
た
も
の
の
、
車
が
ほ
と
ん
ど
通
ら

な
い
、�
１
メ
ー
ト
ル
１
億
円
�
も
工
事
費
が
か

か
っ
て
い
る
高
速
川
崎
縦
貫
道
路
。
阿
部
市
長
が

前
市
長
か
ら
引
き
継
い
で
建
設
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
道
路
公
団
が
、
１
期
工
事（
浮

破
産
し
た�
船
の
来
な
い
港
�

（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
）の
処
理
に　

億
円

１６

１
メ
ー
ト
ル
１
億
円
の
高
速

縦
貫
道
―
ゆ
き
づ
ま
っ
て
も

建
設
促
進
に
固
執

川崎市が３０億円投入して中原区に建設する
市内最大級のビジネスホテル完成予想図

こ
れ
が
自
治
体
の
仕
事
な
の
？

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設
に

市
が　

億
円

３０
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島
〜
富
士
見
）
の
未
着
工
区
間
約
２
・
４
キ
ロ
に

つ
い
て
、
約
１
千
億
円
の
資
金
不
足
や
採
算
性
が

見
込
め
な
い
こ
と
を
理
由
に
計
画
を
大
幅
に
見
直

し
、
工
事
の
先
送
り
を
表
明
し
ま
し
た
。

１
期
区
間
の
総
事
業
費
は
着
工
時
（
１
９
９
１

年
）
に
２
５
０
０
億
円
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
ま
で
に
す
で
に
５
８
６
４
億
円
（
市
負
担

分
５
４
３
億
円
）
も
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
秋
の
公
団
民
営
化
後
も
事
業
を
つ

づ
け
る
場
合
は
、
川
崎
市
の
負
担
が
い
っ
そ
う
膨

ら
む
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
市
財
政
圧
迫

を
避
け
る
た
め
に
、
い
ま
こ
そ
工
事
中
止
を
決
断

す
べ
き
で
す
。
し
か
し
阿
部
市
長
は
今
年
６
月
に

も
国
土
交
通
省
に
「
整
備
推
進
」
を
求
め
て
直
訴

す
る
な
ど
、
税
金
ム
ダ
づ
か
い
の
高
速
道
路
建
設

に
あ
く
ま
で
固
執
し
て
い
ま
す
。

い
ま
阿
部
市
長
が
も
っ
と
も
熱
を
あ
げ
て
い
る

の
が
、
羽
田
空
港
再
拡
張
に
伴
う
「
神
奈
川
口
構

想
」
で
す
。
臨
海
部
の
い
す
ゞ
跡
地
と
空
港
側
を

橋
か
ト
ン
ネ
ル
で
結
び
、
商
業
施
設
や
物
流
施
設
、

集
客
施
設
な
ど
を
つ
く
る
計
画
で
、
そ
の
基
盤
整

備
と
な
る
連
絡
道
路
、
幹
線
道
路
や
鉄
道
（
ア
プ

ロ
ー
チ
線
）
だ
け
で
も
総
事
業
費
は
１
７
０
０
〜

２
４
０
０
億
円
に
も
。
目
的
は
「
京
浜
臨
海
部
の

活
性
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も

の
」（
阿
部
市
長
）
で
す
。

そ
の
実
現
を
前
提
に
、
国
の
事
業
で
あ
る
新
滑

走
路
建
設
の
た
め
に
川
崎
市
が
わ
ざ
わ
ざ
借
金
し

て
１
０
０
億
円
も
無
利
子
融
資
。
そ
の
た
め
に
生

じ
る
利
息
分　

億
円
は
ま
る
ま
る
市
の
負
担
に
な

５０

る
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
税
金
ム
ダ
づ
か
い
で

す
。
さ
っ
そ
く
今
年
度
予
算
か
ら
、
第
１
次
分
と

し
て
９
億
円
を
国
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

羽
田
の
新
滑
走
路
建
設
に

市
が　

億
円
融
資
、そ
の

１００

利
息　

億
円
は
市
が
負
担

５０

　

―「
神
奈
川
口
構
想
」を
前
提
に

すでに６千億円近く使っている高速川崎縦貫道路建設（川崎区殿町）

阿部市政黒書

「神奈川口構想」の予定地になっている、いすゞ
跡地近くの河川敷（向こう岸には羽田空港）

「家族に病人が出たら、他の出費を
削っても家族を救うことに金を向ける
だろう。国も同じだ。優先すべきは新
幹線開通か、高速道路建設か、それと
も国民の命を守る医療なのか。結論は
明らかだ」（鈴木厚・市立川崎病院内
科医長、「朝日新聞」０５年６月２４日付）。
こうした指摘は、いまの阿部市政にも
向けられるべき言葉でしょう。

“優先すべきは　　　
高速道路か医療か”
川崎病院内科医長の言葉
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日
本
を
「
戦
争
し
な
い
国
」
か
ら
「
海
外
で
戦

争
を
す
る
国
」
へ
の
大
変
質
を
め
ざ
す
憲
法
改
悪

策
動
。
い
ま
、
そ
の
波
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
と

政
治
的
雰
囲
気
づ
く
り
の
段
階
か
ら
、
新
た
な
段

階
に
す
す
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
と
民
主

党
が
改
憲
案
づ
く
り
を
競
い
あ
い
、
公
明
党
も

「
加
憲
」
の
名
で
改
憲
の
流
れ
に
合
流
。

い
ま
こ
そ
、「
憲
法
を
守
れ
」
の
声
を
大
き
く
ひ

ろ
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、�
い
ま
の
憲

法
は
９
条
も
含
め
て
実
情
に
あ
っ
て
い
な
い
�
な

ど
と
改
憲
を
主
張
し
、
平
和
憲
法
を
攻
撃
し
て
い

る
の
が
、
阿
部
市
長
で
す
（
上
に
語
録
）。

９
条
改
憲
を
主
張
す
る
阿
部
市
長
の
も
と
で
、

い
ま
市
政
で
も
重
大
な
動
き
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
が
今
年
７
月
開
催
し
た
「
川
崎
音
楽
ま
つ

り
２
０
０
５
」
を
初
め
て
川
崎
市
と
市
教
育
委
員

会
が
後
援
。
そ
の
音
楽
祭
と
は
、
陸
上
自
衛
隊
東

部
方
面
音
楽
隊
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
な

ど
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
後
援
し

た
理
由
で
阿
部
市
長
は
、「
川
崎
市
民
の
自
衛
隊

へ
の
関
心
と
理
解
を
促
進
し
、『
音
楽
の
ま
ち
・
か

わ
さ
き
』
の
推
進
に
寄
与
す
る
」
な
ど
の
開
催
目

的
を
受
け
入
れ
た
と
居
直
り
。
全
国
の
政
令
市
に

先
駆
け
て
発
信
し
た
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
」
の
精
神
に
も
反
す
る
動
き
で
す
。

阿
部
市
長
は
、
全
国
の
政
令
市
で
初
め
て
市
職

員
（
係
長
以
上
）
の
政
党
機
関
紙
購
読
調
査
を
実

施
。
公
明
党
の
議
会
で
の
要
求
に
こ
た
え
て
、
行

政
の
機
構
を
使
っ
て
実
行
し
た
も
の
で
す
が
、
基

本
的
人
権
と
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
は
到
底
認
め

ら
れ
な
い
憲
法
違
反
の
暴
挙
で
す
。

前
代
未
聞
の
思
想
調
査
に
対
し
、
市
職
員
有
志

が
「
思
想
・
信
条
・
内
心
の
自
由
を
侵
す
憲
法
違

反
」
と
、
裁
判
で
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

「
平
和
都
市
宣
言
」に
反
し

自
衛
隊
の
音
楽
祭
を
後
援

前
代
未
聞
！ 
憲
法
違
反
の

思
想
調
査
―
市
職
員
の
政
党

機
関
紙
購
読
を
調
査

憲
法
9
条
を
否
定
し
、

血
を
流
す
貢
献
を
主
張

9
平
和
・
民
主
主
義
の
憲
法
に
そ
む
く
�
改
憲
派
�市
長

「ペルシャ湾における機
雷除去のために掃海艇が派
遣された。…このような国
際貢献も、もちろん無いよ
りはましだが、それよりも
重大なことは、日本という
国家の仕組みが、血を流し
て国際社会に貢献するよう
になっていないことであ
る」

“血を流して国際社会
に貢献すべき”

（『自治研究』９１年１１月・６７号） （『正論』０２年１月号）

「率直に申し上げて今
の憲法は、９条の問題も
含めて国内の現状、国際
情勢などに照らして実情
にあっていないと思いま
す。…日本という国の進
路が半世紀前にできた憲
法に“拘束”されたまま
身動きできないというの
では本末転倒です」

“憲法は９条も含めて
実情にあっていない”

阿
部
市
長
語
録
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第
１
の
特
徴
は
、
市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
へ
の

責
任
放
棄
で
す
。

１
つ
は
、
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
て
実
現
し
、

市
が
独
自
の
仕
事
と
し
て
続
け
て
き
た
施
策
の
徹

底
し
た
廃
止
・
削
減
・
負
担
増
で
す
。
た
と
え
ば
、

学
童
保
育
所
の
全
廃
、
敬
老
パ
ス
の
有
料
化
、
寝

た
き
り
老
人
へ
の
介
護
援
助
手
当
の
実
質
廃
止
な

ど
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
・
く
ら
し
を

守
る
仕
事
が
次
つ
ぎ
と
切
り
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。

き
わ
だ
っ
て
い
る
の
が
、
弱
者
切
り
捨
て
で
す
。

阿
部
市
長
は
こ
の
４
年
間
、
重
度
障
害
者
、
難
病

患
者
、
生
活
困
窮
者
の
た
め
の
福
祉
施
策
を
集
中

的
に
切
り
捨
て
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
＝
ま
と

ま
っ
て
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
、
抵
抗
す
る
力
が
弱

い
人
た
ち
の
と
こ
ろ
を
根
こ
そ
ぎ
剥
ぎ
取
っ
て
き

ま
し
た
。
生
活
保
護
・
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
子
ど
も
へ
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
補
助
の
廃

自
治
体
が
自
治
体
で
な
く
な
る

　

―
阿
部
市
政
4
年
間
の
特
徴
と
そ
の
矛
盾

1
自
治
体
の「
営
利
企
業
化
」―
福
祉
・
く
ら
し
へ
の
責
任
放
棄

第　   章2
自
治
体
の
第
一
の
役
割
は
、「
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
」（
地
方
自
治
法
）
に
こ
そ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

阿
部
市
政
の
４
年
間
は
、　

年
間
つ
づ
い
た
川
崎

２２

革
新
市
政
の
も
と
で
市
民
と
行
政
が
力
を
あ
わ
せ

て
築
い
て
き
た
「
市
民
生
活
最
優
先
」
の
福
祉
・

く
ら
し
の
先
進
的
施
策
を
こ
と
ご
と
く
破
壊
し
て

き
た
４
年
間
で
し
た
。

川
崎
市
政
は
い
ま
、
阿
部
市
長
の
も
と
で
、「
自

治
体
が
自
治
体
で
な
く
な
る
」
と
い
う
べ
き
大
変

質
が
、
急
速
に
す
す
ん
で
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

市
独
自
の
福
祉
・
く
ら
し

施
策
を
切
り
捨
て

―
徹
底
し
た
弱
い
も
の
い
じ
め

その①

阿部市政黒書
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な
指
定
管
理
者
制
度
（
公
設
民
営
化
の
一
手
法
―

営
利
企
業
も
含
め
て
民
間
に
公
共
施
設
の
管
理
運

営
を
代
行
さ
せ
る
制
度
）
の
導
入
な
ど
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
民
間
の
福
祉
施
設
等
が
果
た

し
て
い
る
積
極
的
な
役
割
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
阿
部
市
政
が
す
す
め
て
い
る
民
営

化
の
流
れ
は
、
民
間
の
も
つ
積
極
的
役
割
を
支
援

す
る
も
の
で
は
な
く
、
福
祉
に
対
す
る
行
政
の
責

任
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

３
つ
は
、
こ
う
し
て
残
っ
た
市
政
の
仕
事
に
も
、

「
民
間
経
営
の
手
法
の
導
入
」
が
押
し
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
す
べ
て
が
「
コ
ス
ト
」
と

止
な
ど
は
、�
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
�
と
い
う
冷
た

さ
の
典
型
例
で
す
。

こ
れ
ら
の
福
祉
・
く
ら
し
へ
の
責
任
放
棄
は
、

「
自
助
・
共
助
」「
公
平
化
」
の
名
の
も
と
に
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
論
理
は
、
ほ
ん
ら

い
も
っ
と
も
行
政
に
よ
る
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
に
痛
み
を
押
し
つ
け
、「
生
存
権
」
を
も
お
び

や
か
す
も
の
で
す
。

２
つ
は
、「
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
」
と

い
っ
て
、
ほ
ん
ら
い
自
治
体
で
や
る
べ
き
仕
事
を

民
間
ま
か
せ
に
す
る
こ
と
で
す
。
公
立
保
育
園
の

民
営
化
、
直
営
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
い
こ

い
の
家
、
子
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
安
易

「
効
率
」
で
評
価
さ
れ
、「
効
率
が
悪
い
」「
コ
ス

ト
が
か
か
る
」
と
さ
れ
る
事
業
は
、
切
り
捨
て
か

市
民
の
負
担
増
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

「
受
益
者
負
担
」
の
名
で
、
下
水
道
料
金
の
値

上
げ
、
粗
大
ご
み
の
有
料
化
、
中
小
商
店
・
零
細

業
者
の
ご
み
有
料
化
・
自
己
処
理
化
な
ど
の
市
民

負
担
増
が
次
つ
ぎ
押
し
つ
け
ら
れ
、
安
く
て
助

か
っ
て
い
た
直
営
の
霊
柩
車
ま
で
廃
止
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
見
直
し
や
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
も
検
討
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
市
政
の
も
と
で
、
①
自
治

体
独
自
の
こ
と
は
や
ら
な
い
、
②
仕
事
は
で
き
る

だ
け
民
間
に
ま
か
せ
る
、
③
残
っ
た
自
治
体
の
仕

事
も
「
民
間
経
営
の
手
法
」
で
や
っ
て
い
く
―
と

い
う
、
ま
さ
に
自
治
体
の
「
営
利
企
業
」
化
と
も

い
う
べ
き
変
質
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

市
政
の
仕
事
を
で
き
る
だ
け

民
間
に
ま
か
せ
る

残
っ
た
市
政
の
仕
事
も

「
民
間
経
営
の
手
法
」で

第
２
の
特
徴
は
、
破
た
ん
し
た
「
開
発
会
社
」

化
の
道
を
、
新
た
な
装
い
で
推
進
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
政
府
は
、　

年
代
に
「
公
共
事
業
に
年
間

９０

　

兆
円
、
社
会
保
障
に　

兆
円
」
と
い
う
�
逆
立

５０

２０

ち
�
財
政
を
推
進
。
こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
全
国
各

地
で
す
す
め
ら
れ
た
大
型
開
発
は
こ
と
ご
と
く
破

た
ん
の
憂
き
目
を
み
て
い
ま
す
。
川
崎
市
で
も
、

巨
大
な
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
）

な
ど
港
の
開
発
に
の
り
だ
し
ま
し
た
が
、　

億
円

６９

2
自
治
体
の「
開
発
会
社
」化
―
破
た
ん
し
た
道
を
新
た
な
装
い
で
推
進

その③

その②
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も
の
負
債
を
か
か
え
破
産
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
型
開
発
の
全
国
的
な
ゆ
き
づ
ま
り

の
「
打
開
」
の
た
め
に
、
小
泉
内
閣
が
い
ま
す
す

め
て
い
る
の
は
、
公
共
事
業
を
、
財
界
に
と
っ
て

非
効
率
な
地
方
・
農
村
部
で
は
削
減
し
、「
都
市
再

生
」
と
称
し
て
大
都
市
に
集
中
さ
せ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
阿
部
市
政
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｔ

事
業
の
破
た
ん
へ
の
反
省
も
な
く
、「
国
際
競
争

力
」
を
か
け
声
と
し
た
「
臨
海
部
の
再
編
整
備
」、

羽
田
空
港
の
再
拡
張
に
伴
う
「
神
奈
川
口
構
想
」、

拠
点
駅
前
・
工
場
跡
地
に
大
型
・
超
高
層
ビ
ル
・

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
呼
び
込
む
な
ど
の
大
規
模
開

発
を
す
す
め
て
い
る
の
で
す
。

「
朝
日
新
聞
」（　

年
６
月　

日
付
）
も
、「
都

０５

１５

心
部
の
地
価
は
上
昇
に
転
じ
て
お
り
、
バ
ブ
ル
再

来
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
。
急
速
な
規
制
緩
和
で
高

層
建
築
が
無
秩
序
に
増
え
て
い
る
が
、
国
と
自
治

体
が
は
っ
き
り
と
し
た
都
市
の
将
来
像
を
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
、
あ
ま
り
に
も
無
秩
序
な
開

発
を
危
ぐ
す
る
大
学
教
授
の
談
話
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
新
た
な
大
規
模
開
発
に
突
き
す
す
む

な
ら
ば
、
市
財
政
の
悪
化
を
い
っ
そ
う
深
刻
に
し
、

市
民
の
く
ら
し
を
押
し
つ
ぶ
す
新
た
な
害
悪
を
ひ

ろ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ゼ
ネ
コ
ン
や
大
企
業

は
「
再
生
」
し
て
も
、
福
祉
は
枯
れ
、
人
間
ら
し

い
生
活
も
住
み
や
す
さ
も
奪
わ
れ
、
市
民
の
生
活

の
場
と
し
て
の
都
市
・
川
崎
は
、「
荒
廃
」
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

阿
部
市
長
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
再
建
団

体
に
転
落
す
る
危
機
的
事
態
」
な
ど
と
い
う
言
葉

を
最
大
限
に
強
調
し
、
福
祉
・
く
ら
し
切
り
捨
て

の
「
行
革
」
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
財
政
は
健
全
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
阿
部
市
長
の

４
年
間
に
川
崎
市
の
借
金
（
市
債
発
行
残
高
）
は

約
１
５
０
０
億
円
（　

％
）
も
急
増
す
る
な
ど
、

２０

ま
す
ま
す
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
こ
の
間
の
阿
部
市
長
の

「
財
政
危
機
」「
お
金
が
な
い
」
と
い
う
大
宣
伝
は
、

大
規
模
開
発
の
財
源
を
つ
く
る
た
め
に
市
民
に
痛

み
と
ガ
マ
ン
を
強
い
る
た
め
の
�
脅
し
文
句
�
で

し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
同

時
に
、
不
要
不
急
の
大
規
模
開
発
を
抜
本
的
に
縮

減
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
い
く
ら
市
民
の
福
祉
を

削
っ
て
も
、
本
当
の
財
政
健
全
化
は
不
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
願
い
を
実
現
す
る
財
源
も
、
た
と
え
ば
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
就
学
前
ま
で
拡
充
す

る
に
は
あ
と
２
億
円
、
小
学
１
年
生
の　

人
以
下

３５

学
級
を
全
校
実
施
す
る
に
は
あ
と
７
千
万
円
あ
れ

ば
、
で
き
る
こ
と
で
す
。
川
崎
市
の
予
算
規
模
は

一
般
会
計
で
年
間
約
５
千
億
円
。
こ
の
数
％
の
使

3
「
お
金
が
な
い
」の
で
な
く
、
使
い
方
が
間
違
っ
て
い
ま
す

財
政
健
全
化
ど
こ
ろ
か

こ
の
4
年
間
で
市
の
借
金
が

1
5
0
0
億
円（　

％
）急
増

２０

予
算
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
、

市
民
要
求
は
実
現
で
き
ま
す

阿部市政黒書
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い
方
を
変
え
る
だ
け
で
、
こ
の
間
に
廃
止
・
削
減

さ
れ
た
市
民
本
位
の
施
策
を
元
に
も
ど
し
、
さ
ら

に
福
祉
・
く
ら
し
・
教
育
を
充
実
す
る
財
源
は
う

み
だ
せ
ま
す
。「
お
金
が
な
い
」
の
で
は
な
く
、
い

ま
の
市
政
は
、
そ
の
使
い
方
が
間
違
っ
て
い
る
の

で
す
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
阿
部
市
長
に
こ

れ
以
上
市
政
の
カ
ジ
取
り
を
任
せ
た
ら
、
１
３
０

万
川
崎
市
民
の
暮
ら
し
も
市
財
政
も
取
り
か
え
し

の
つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
ど
の
川
崎
市
長
選
挙
は
、
市
民
の
暮
ら
し
、

今
後
の
市
政
の
ゆ
く
え
を
左
右
す
る
大
事
な
た
た

か
い
で
す
。

こ
の
間
、
自
民
、
公
明
、
民
主
、
社
民
ら
は

「
行
革
の
実
績
」
を
評
価
し
、
相
次
い
で
阿
部
市

長
の
推
薦
を
発
表
。
４
年
前
の
市
長
選
で
は
分
裂

し
た
前
市
長
の
「
オ
ー
ル
与
党
」
が
、
こ
ん
ど
の

市
長
選
で
は
、
再
び
「
オ
ー
ル
与
党
」
体
制
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
４
年
間
、
市
議
会
で
自
民
、
公
明
、
民
主

ら
は
、
阿
部
市
長
の
『
行
革
プ
ラ
ン
』
や
福
祉
切

り
捨
て
・
市
民
負
担
増
の
予
算
に
す
べ
て
賛
成（
神

奈
川
ネ
ッ
ト
も
賛
成
）。
自
民
党
市
連
大
会（
６
月

　

日
）
で
阿
部
市
長
が
、「
自
民
党
に
は
行
財
政
改

２５革
に
取
り
組
む
市
政
運
営
で
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
る
ほ
ど
の
一
体
ぶ
り
で
す
。

こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
は
、
こ
う
し
た
福
祉
・
く

ら
し
切
り
捨
て
、
税
金
ム
ダ
づ
か
い
・
大
規
模
開

発
推
進
の
「
オ
ー
ル
与
党
」
市
政
に
市
民
が
き
び

し
い
審
判
を
く
だ
す
選
挙
で
す
。

市
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
市
政
を
つ
く
る
た
め

に
、
日
本
共
産
党
は
、
い
ま
の
川
崎
市
政
で
「
３

つ
の
転
換
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

川
崎
へ
―
市
民
の
共
同
で
市
政
を
変
え
ま
し
ょ
う

第　   章3
市
民
い
じ
め
の「
オ
ー
ル
与
党
」

市
政
に
審
判
く
だ
す
市
長
選

い
ま
、
も
と
め
ら
れ
て
い
る

川
崎
市
政
の「
3
つ
の
転
換
」
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第
１
は
、
阿
部
市
長
の
福
祉
・
暮
ら
し
破
壊
の

大
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
こ
の
４
年
間
に
廃

止
・
削
減
さ
れ
た
市
民
本
位
の
施
策
を
と
り
も
ど

す
と
と
も
に
、「
住
民
福
祉
の
増
進
」
と
い
う
自
治

体
ほ
ん
ら
い
の
役
割
を
果
た
す
市
政
に
す
る
こ
と

で
す
。

第
２
は
、
臨
海
部
を
中
心
と
す
る
不
要
不
急
の

大
規
模
開
発
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
福
祉
・
暮
ら
し

を
守
り
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
市
財
政
健
全
化
に
ふ

み
だ
す
こ
と
で
す
。

第
３
は
、
憲
法
９
条
を
守
る
立
場
を
明
確
に
し
、

憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
し
、
平
和
と
民
主
主
義
が

花
ひ
ら
く
市
政
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

い
ま
各
地
で
、
住
民
本
位
の
自
治
体
ら
し
い
自

治
体
を
つ
く
る
流
れ
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
兵

庫
・
尼
崎
市
や
東
京
・
狛
江
市
で
は
、
ム
ダ
な
大

型
開
発
を
や
め
、
福
祉
や
市
内
業
者
へ
の
工
事
発

注
は
維
持
し
な
が
ら
市
の
借
金
を
減
ら
す
な
ど
、

財
政
健
全
化
に
も
ふ
み
だ
し
て
い
ま
す
。

長
野
・
松
本
市
や
東
京
・
小
平
市
、
西
東
京
市
、

神
奈
川
で
は
平
塚
市
や
城
山
町
な
ど
、
こ
の
間
、

日
本
共
産
党
が
推
薦
・
支
持
・
支
援
す
る
与
党
の

自
治
体
は　

市
町
村
に
増
え
て
い
ま
す
。
今
年
４

８０

月
に
は
秋
田
・
湯
沢
市
で
、「
合
併
で
行
政
が
遠
く

な
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
に
身

近
な
市
政
を
」
と
訴
え
た
共
産
党
員
の
旧
湯
沢
市

長
が
１
市
３
町
合
併
新
市
の
初
代
市
長
に
当
選
す

る
と
い
う
、
画
期
的
な
勝
利
も
あ
り
ま
し
た
。

川
崎
で
も
前
々
回
（
１
９
９
７
年
）
の
市
長
選

で
は
、
日
本
共
産
党
が
単
独
推
薦
し
た
候
補
が　
１４

万
４
千
余
票
・
得
票
率　

％
を
獲
得
し
、「
オ
ー
ル

４３

与
党
」
６
党
相
乗
り
の
前
市
長
を
あ
と
一
歩
ま
で

追
い
つ
め
ま
し
た
。
保
守
・
革
新
・
無
党
派
な
ど

立
場
の
違
い
を
こ
え
、
広
範
な
市
民
の
み
な
さ
ん

と
日
本
共
産
党
が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
市
政
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
市
民
と
の
共
同
を
ひ
ろ
げ
、

阿
部
市
政
に
き
び
し
い
審
判
を
く
だ
す
と
と
も
に
、

新
し
い
市
政
へ
の
転
換
で
、
子
ど
も
も
高
齢
者
も

障
害
者
も
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
市

民
に
あ
た
た
か
い
川
崎
市
政
」
を
つ
く
る
た
め
に

全
力
を
つ
く
す
も
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と

日
本
共
産
党
が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、

変
え
ら
れ
ま
す

自
治
体
ら
し
い
自
治
体
つ
く
る

新
し
い
流
れ
が
広
が
っ
て
い
ま
す

川崎民主市政をつくる会と共産党によるムダづかい見学ツアー（０５年３月）

阿部市政黒書
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